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タン′ヽ夕質あ分子構造と―機能 I
(鰤鐵
"

前回まで島内教授がケツプリ,ジ藉晶データを用ぃて

種々の低分手イヒ谷物の分子構造を霧かれたので,今度は|

夕|ン ′ヾ夕質を取リーあげるこ:とにする.タン′ヽ 夕ヽ質の結晶
議進,データは|ブルックヘプン

ー
日立研究F~Iで集められ,ケ

ンブリッジの場合と同様磁気テープに収録されて世界申

の研究者に配布されている。.この事業は今年|から同研究

所の■F`KOetZle‐ 博十を中心:とするグ71/―プによつて

て本稽的に進められており,現鷹約60種類のタン´ヾ夕に

関する.デーダが集めら,れている,我
“

l・■このデ‐夕を不u

用する|ための種■|のプログラムを作成中であり。ここで

はその―mIと してサー■ライシンの活FL申心附近の
1立体

図を描いてみた。

す一モライシンは日本の温泉に生息するB,thermo‐=

口oteo駆ictt fROkko)と いう耐熱性綱菌から得らiれる

ノンパク質分解曝 ■ 分子量34,60∝ 活性申心に重鉛

ィオン 11同を持.っ てい|る .。 結縦 はBコl Mattews
‐ら|に よって萌らかにされたちアミノ麟 碁は316.あ り,

とても全部は描ききれなぃので,菫鉛イオ|ンから約10A
以内にあるアミーノ酸残基を描いたものがこの図■‐活性

部婉 ぽ全体が含まれ

…

る。II鋒 (図中央のやや大

善な丸)には 2個のヒステジン (図の中央下都と1若芳の

,員環)と外ルタミン鬱ユ籠 (中央)が配位し,こ こに
基質のベプチド豪がか てくると,も

―う1個のグルタミ
ン酸 (右下隅)とチロシン (図上部,6具環綱 曝華

直に,なっている)が機■ヽて加水分解反応が促進さ操るも
のと考えられてぃる.。 また基質の結合には左下のア|ルギ

■ンや左申央にある.も う1個のしステシンが関係してい

る可能性がある。   牲 物化学数室 口睛三生)
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Viking l号 と火 星 の 大 気

去る7月 20日火星に軟着陸したViking l号か

らはすでに多くの興味深い観測結果が送られてきて

いる。これら観測器機のひとつに,ガスクロマトグ

ラフ質量分析計が入っている。Viking l号は着陸

後間もなく質量分析計による火星地表での大気組成

についての観測結果を送ってきた。この結果を表に

″i篤亀「1翻Ψλ胚靴lアをF
この質量分析計は更にAr m測 定にも成功し,
40Ar/36 Ar=2750■ 500と いう値を伝えてきて

いる。

火星の大気が C02を主成分とすることは前から予

想されていた事であったが ,Arが 1～ 2%と い う値

は,いささか予想外であった。 というのは
~‐
l―の説

明を要する。すでに 1974年 ソ連の火星 6号が軟

着陸を試み―不幸にして地面に激突する結果に終っ

たが一地表に落下するまでの約 140秒 間に火星大

気の観測データーを地球に送 りとどけてきた。 この

結果からソ連の科学者は火星の大気は 30～50%の

Ar櫛 ものと結論 していた。昨年秋フランスのグ

ルノープルで開かれた IUGG(国 際地球物理学会連

(0:;、 早ζttI(負 :昼[響藻税■■ ∫層 :粧曇糞県

わいた次第であった。又,今年に入っては,太陽系

科学の専Flジ ャーナル として名高い Icarusが , 7

月号をPre―Viking特 集号 として全巻を火星の論

文で埋めているが, このうちのい 〈つかの論文は,

火星の大気が 3卜50%も の Ar鈴 むとい う事実の理

由づけを大変苦労して展開している。

このようなわけでArは,ほぼ 1-2%というVi―

king l号の結果 は,火星 6号の得た予想外な結果

を裏切るという大変常識的な結末に落着 くことにな

った。

さて,火星大気の表にもどろう。先づ第一に気が

つ くのは,地球同様希ガスが大変少い点である。太

陽系全体 としてみると,希ガスはかなり豊富に存在

/1ヽ   山鳥 稔 (地物 )

する元素に属する。大気中にかける希ガスの極端な

不足はしたがって,地球や火星の大気が太陽系のガ

スをそのままトラップしてできたものではない事,

つまり大気の二次起源を示すものと考えられる。地

球も火星もその誕生後,大気は惑星内部から脱ガス

で形成されたものであろう。

火星大気の気圧は大気の約 1/100(正確には 1

/132)気圧で,表の値から火星大気中に含まれる

Arの総量が推定できる。火星の全質量に対する火星

大気 Arの値は 地球の場合に比べほぼ 1/100に過

ぎない。おそらく火星の脱ガスが地球の場合に比べ

大変小規模だったことを示すものかもしれない。

Ar同位体比 (“Ar/36Ar)は,脱ガスの仕方と

密接に関係している。惑星内部にある
40K崩
壊 (半

減期中=131X109年 :ЮK-4CI Ar)の ため
40Arが

年代と共に次第にふえるためである。地球大気での

40Ar/36Ar=295.5に 比べ,火星大気中の値は約

10倍大きい。この違いは無論,火星大気の脱ガス

の時期や仕方が地球と大変異っていたことを示すも

のであろう。具体的に脱ガスモデルを議論するには

惑星内部におけるKの分布やその移動など,い ろい

ろの条件を考慮する必要がある。地球の場合は地球

歴史のごく初期 (ほぼ地球
~~4E生
後 1億年以内 )に起

ったことが推定されるのlrc対 し,火星では脱ガスが

地球に比べかなり後になって起った可能性が高い。

詳しくは,地球物理学教室の浜野洋三氏が現在投稿

中の論文に議論されているので, これを御参照いた

だくことにし,小稿を終えよう。

表  火星と地球大気の組成

火  星   地  球
I57o
2-3
L-2
*0.3
(r o ppm
(2 0 ppm

003%
78.1
098
209
1.8Xl
l× 1

C02
N2
Ar
02
Ne
Kr
Xe
40Ar/36 Ar

気圧

一　
一　
一く50ppm    9× 1

2750± 500     2 9 5.5
1/132   1



火 星 の 景 色 と 表 面 の 物 質

去る7月 20日 , ノァインキング 1号が火星のク

リュセ平原のゆるい斜面上に軟着陸し,次々と火星

表面の情報を地球に送ってきた。最初送られてきた

自黒の写真を見たとき, 3億臨以上の彼方から送 ら

れてきたとは思われぬ程鮮明な写真にます感動した。

これはつまり,その技術に感動 したのであって,写
真の風景に感動したのではない。その写真の風景は

岩のごろごろした月のクレイター付近の風景によく

似ており,「 何だ月と同じじゃないか」というのが

その感想であった。ただし反対側の方向を写した写

真には砂丘のようなものが写っていて,やはり大気

があるため月とは少し違った風景 1/Cな っていること

が分った。次にカラー写真が送られてきた。 この写

真の説明に,空は薄いブルー,地面や岩石は赤褐色
で地球の砂漠のようだとあった (写真右 )。 この写

真を見た私も地面と岩石の表面の赤褐色 1/Cは驚いた

ものの,「何だ地球と同じじゃないか」というのがそ

の感想であった。それはまことに親しみやすい景色

で,気温が零下数十度だということを聞かなければ,
以前に歩いたどこかの火山地帯のような景色であっ

た。ところが次の日になって,パサデナのジェット

推進研究所の科学者が,前のカラー写真の色は違っ
ていた,今度のが正しい色調だと云って,新 しいカ

ラー写真を公表 した。その写真の説明によると,空
はサーモンピンク色で,地面は赤レンガ色であった

(写真左 )。 こんな色の景色は地球のものでも月の

ものでもない。「 やはり火星は火星である」という

ことになった。その後この写真を更に訂正する気配

はない。ついでながら,こ れら2枚の写真は違った

位置から撮影されているので立体写真になる。ただ

し,色が互に少し違うことと, 2つのカメラの位置
がやや離れ過ぎていることで立体視するのはやや難

しい。この立体写真では前方に2つ の窪み (1つは

クレイターか?),基盤の岩石のでっばり,手てと
れそ うな岩石のかけらなどが見え,はるか彼方の惑

星上の風景とは信じられない程なまなましい。

久 城 育 夫 (地質 )

それから続いて表面の土の化学分析値が送られて

きた。これはX線螢光分析によるものである。この

分析値には存在量の上限だけしか与えられていない

元素が多く,下限も与えられている元素はわずかに
5種であった。しかしこれら5種の元素から,火星
表面の土がどんな物質に近いかということがある程

度分る。第 1表 にその分析値を示す。比較のために

月や地球の岩石の分析値を示してある。月の土や岩

石のうち,ア ポロ11号が持ち帰った
″
静かの海

″

の岩石や土はTiや Caで失格する。アポロ12号の

持ち帰った
〃
嵐の海
〃
の玄武岩のあるものはかなり

有望である。表には示さないが,月 の高地 (白 っぼ

く見える部分 )の岩石はAl力ずっと多 くFeも少な〈

失格する。地球上の岩石で近いのはやはり玄武岩 ,

その中でも特に鉄の多いものである。海洋底を占め

る玄武岩は鉄が少なくて失格であるが,イ ンドのデ

カン高原をつくっている玄武岩の中の鉄の多いもの

はかなり有望である。またグリーンランド南東部に

あるスクルガード貫入岩体 (玄武岩マグマが貫入し

て結晶作用を行なって分化 した岩体 )中の鉄の濃集

した部分の岩石にょく似ている。その他の地球の地

殻やマントル岩石は全て失格である。

以上のように,火星の土はどうやら,鉄に富む玄 qD

武岩が風化 して生じたものらしい。そこで再び写真

を見ると気のせいかやや遠〈に玄武岩の溶岩流の表

面らしきものが見えるようである。近 くにころがっ

ている石の中にはやや粗粒の岩石や角レキ岩に見え

るものもあるが,玄武岩のかけららしきものもある。
どのようにして鉄の多い玄武岩が生ずるかはここで

は詳し〈は述べないが,一つの可能性は火星のマン

トル (マグマを生ずる部分 )が比較的鉄に富んでい

たことであり,他の可能性はスクルガード貫入岩体
のように,マグマの結晶作用によって鉄に富む玄武

岩質マグマを生じたことである。

さて問題のレンガ色であるが, このようなンンガ

色を示す物質として最もよく知られているのは赤鉄
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鉱 (α 一Fe203)と 褐鉄鉱 (mFe203° J120)で あ
る。 これは土の分析値でもFe力多いことと調和的で

ある。その他マグヘマイ ト(γ―Fe 203)や 針鉄鉱

(Fe00H)な ども可能性がある。火星の極冠は氷だ

とい うことが最近分ったが,そ うだとすると,土の

中にも水酸化鉄を生 していてもよさそ うである。写

真の岩石の片 らをよく見ると,表面だけ赤褐色で中

はやや青灰色に見えるものがある。 これから判断す

ると,地球上 と同じように玄武岩質の岩石の表面が

大気 1/C触れて,岩石中の鉄が酸化 したと考えられる。
土の中に磁石につ くものがかなりあったそ うである

が,それは恐 らくマグヘマイトカ鸞 鉄狐 Fe 304)

であろう。 もしFe203と Fe3°4と が共存 していれ

ば,2 Fe304+与 02=3Fe203の 反応曲線か ら温

動物卵細胞が分裂するときには,必ず細胞内に分

裂装置と呼ばれる構造が現れ,複製された染色体を

両極に分離する働きをする。可視的にはかなり均質

な細胞質内に,分裂期に限ってこのような構造が作

られることは大変に興味ある現象として, 20世紀

のはじめ頃から細胞生物学者の研究対象となってい

る。 しかも,細胞分裂が終つてしまうと分裂装置は

再び消えてしまうので,その周期的な構造形成の調

節機構が非常に興味を持たれたのは当然のように思

われる。

分裂装置を,固定した分裂細胞からとは云え,初

度が決まれば酸素の分圧が求まる。気温が-50℃
とした場合には,酸素の分圧は約 10~30気圧となる。

ところで,現在の火星の大気が大部分二酸化炭素と

窒素からなり,遊離した酸素がないとすると,酸素
の分圧はもっと低 くなってしまう。そうすると赤鉄

鉱は過去に生したもので現在は準安定相ということ

になる。いずれ1/Cしても, これまでのデータだけか

らは,岩石や土について上に書いた以上に確実なこ

とはあまり云えそうにもない。やはり岩石や土を地

球に持ち帰って来てもらいたいものである。

しかしそれにしても月1/C続いて火星も天文学だけ

の対象から地球科学の対象にもなったことは画期的

なことである。

分裂装置 を と り続け て 15年

酒 井 彦 一 (生化 )

めて取出すのに成功 したのは,カ リホルニア大学動

物学教室に現在でも在職中のMazia教 授 と,元東

京都立大学総長の団教授の24年前の協同研究であ

る。それ以来,直接生細胞から単離した分裂装置上

で,染色体運動を入為的に誘起することが細胞生物

学者達の夢の一つとなった。その頃私は学部の 2年

生で,ま さか分裂装置を研究材料にしようなどとは

夢にも思っていなかったが,それが,大学院を都立

大学の団教授の下で 5年間遊び,三崎臨海実験所で

同僚が分裂装置の仕事をしているのを2年間端から

眺め,しかも,そのあとMazia教 授の研究室で 2

火星の表土 月

ァポロ11  ァポロ12
玄 武 岩  玄 武 岩

球地

5曇曇  層皇製暑  章丘ζ

`事

キ  地殻平均
S102

T102

A1203

FeO

Ca0

K20

32-64

0_8-33

4-1 3

15-21

4-11

<2.5

39.6    44.5

111    254

95     7.99

19.1   207

11.1    8.53

0105    006

4 9.8 4 7.6 4 7.5 5 9.3

1.3 s 3.24 2.2A 0.7 3

I 6.0 L2.2 12.5 15.4
8.46 r5:6 20.7 3.74

rL.z to.z 9.5 5.08
0.15 0.26 0.65 3.I2



年間暮すに及んで, とうとう分裂装置との縁が確立

してしまった。もっとも,本格的に分裂装置の仕事

を始めたのは,Mazia研究萎 生達をひき連れて,
Point Arenaの 海岸まで車で3時間程のウニ採集

日帰 り旅行をやり出した頃からである。その場所は

日本の海岸と違って,広大な領域に無数のタイドプ

ールがあり,足の踏み場もない程ウニ(S trongylo―

centrotus puFpuratus)が 生棲 している。

生化学的な仕事をするには又とない環境である。一

度に二千匹以上のウニを採集して,帰 りにサ/フ ラ

ンシスコ湾にある海上守備隊の棧橋から籠をつくり

下げて保存する。これは非常に悪いシステムで,海

水の悪さと,狭い籠に詰め込み主義をとらざるを得

ないために,良好な飼育状態とはとても云えない。

随分ウニを死なせ,ロ スしたものである。現在では,

ボデガ湾に臨海実験所ができているので,そのよう

なことは止めたに違いない。大平洋岸は寒流で覆わ

れているため,夏でも海水中に入る人は殆んどいな

いが,ウ ニは冬が産卵期で, 自然界では受精した卵

がかなり低い温度lrc堪えて成育する。実験室内では,

15℃以下に冷やして発生させている。温度を25

℃に上げると,分裂装置の星状体を形作る微小管が

伸びすぎて,一方向にのみ規則正しくカールしてし

まう奇妙な現象がおこるのである。 2年間の成果は,

今 lrcして思えば,分裂装置の繊維構造が微小管を骨

格としていることが分ったにすぎなかった。

2年後にニューヨークに移ってからは,海岸 1/C行

く楽しみが失われ, もっばらマンハッタン下町の魚

市場に行って,イ タリア系の魚屋から,緑色のウニ

(Stronglocentrotus droebachiensi,)が

二百匹程入った大きな籠を 5ドルで買い (日本のア

カウニは三百匹で今年は四万円と非常にたかい ),

研究室に持込んでは研究用その他 17C使用した。 この

ウニは,メ イン州の冷い海でとれ,一晩船に揺られ

てマンハッタンに着くのである。寒いせいか,ち ゃ

んと生きていて,研究室の小さな水槽中で活綾に歩

きまわり,観賞用としてコロンピヤ大学医学部生化

学教室の皆さんの足労を願うことになった。この頃

は,残念ながら一時分裂装置と緑が遠〈なり,代 り

1/C水素転移酵素の仕事に終始してしまった。

日本に帰ってから,菅島臨海実験所や三崎臨海実

験所で,又す ぐにウニとの付合いが始まり,その数

年後に本気になっていくつかの単離法を用いて分裂

装置の仕事 lFC取組み始めた。ち■うどその頃,脳 チ

ュープリンから微小管の再構成を,アメリカのWei―

senbergが 成功 させたので ,細胞生物学の分野

でォュープリンプームがおこった。 ち/4-みに,チ ュ

ープリンという言葉は,教養学部生物教室の毛利秀

雄氏が精子尾の微小管タンパクについて命名したも

のである^

チュープリンは又分裂装置の紡鍾体や星状体の骨

格構造を構成 しているタンパクでもあるので,我 々

も微小管を再構成させてその性質をいろいろ調べて

みた。その結果,分裂装置をできるだけ自然に近い

状態で細胞から取出す方法がわかってきた。つまり,

微小管を痛めつけないようにしてやると,非常にう

まい具合に分裂装置が取出せるのである。基本的に

は,グ リセリンの存在下で豚脳か ら精製したチュー

プリンを加えて,チ ュープリンご微小管の平衡を適

当に保持してやると,染色体運動に堪えうる機能的

な分裂装置がとれる。この方法で単離した分裂装置

は,分裂生細胞内で分裂装置が示すと同じ複屈折性

を持ち,又種々の薬剤や温度変化等に対しても,同

じ挙動を示す。これは,再構成微小管の性質がかな

り明らかになった時点で,当然予想されたことでは

あるが,実際に,両極に向って染色体を動かせるよ

うになる迄には,百回に近い分裂装置の単離実験を

行わざるを得なかった。まがりなりにも成功してし

まえば簡単なことであるが,生細胞でみられる運動

のパターンや運動速度などと比較して,今後検討し

なければならない問題が山積している。

生体の運動系には,筋肉に代表されるミオシンー

アクチン系と,多 くの繊毛や鞭毛にみられるダイニ

ンー微小管系が知られている。単離分裂装置の染色

体運動は,Mg一 ATPレ鶴め て特異的であり,ダイ
ニンの抗血清で強く阻害されるが,卵 ミオシンの抗

血清では阻害をうけないので,ダイニンー微小管系

により近い分子的機構をもつものと考えている。

染色体運動系について夢の一部が叶えられた今 ,

四百回に及ぶ単離実験を行った15年間のウニ卵分

裂装置との附合いが,今後益 深々まりそうである。

●
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ネ グ リ ト を た ず ね て

1.

ネグリトとはスペイン語で
″小さな黒人

〃の意味

である。 16世 紀にスペイン人達がフィリピンを植
民地 としたとき, この島々のそ こここに,背が極め

て低いほかはアフリカの黒人を想起させる原住民が

住んでいることを知 り,ネ グリトス・ デル 0モ ンテ

と呼んだのがはじまりであるという。現在でもフィ

リピンではルノン, ミンダナオ,パナイ,パ ラワン

等の島の山間部に相当数のネグリトが住み,地方に

パターンのネグリト。後の筆者は身長 179セ ンチ。
右端は越後貫博士.

/ン島原住民やマンー原住民 (セ マン)が よく知ら

れ,やはリネグリトとして分類されている。その分

布や生活様式から見て,ネ グリトが東南アジア 0西

太平洋地域の先住民族に由来するであろうことは容

易に想像がつく。舟を持たない彼等は,フ ィリピン

が大陸と地続きだった数万年以上前の上部洪積世に

は既にこれらの島々に住んでいたのであろう。

従来ネグリトの起源については様々な論議がある

が, とくにその焦点は中央アフリカのピグミーとの

尾  本  恵  市 (人類 )

より様々な名で呼ばれているが,代表的な民族名は

アエタである。彼等の外観的特徴は低身長 (男子成

人でも150磁以下 ),暗褐色の皮膚,ち ぢれ毛,
とくに″kinky″ と呼ばれる短い縮毛などで,周囲

の民族とは際立って相違しており,ま た彼等は採集

狩猟民で原則として農耕を行わず,フ ィリピンに数

多い少数民族の中でも独特の位置を占めている。な

か,ア ジア・ 太平洋地域には, これと同じ特徴を持

つ民族がいくつか散在してかり,中ではアンダマ/

若いネグリトの母親 (パ ター

ンにて )

関係である。ピグミーも採集狩猟民であり,低身長,
濃褐色の皮膚,縮毛を持つ点でネグリトに類似する

が, こちらは慣習的にネグリロと呼ばれている。ネ

グリトとネグリロとは元来アジアからアフリカヘか

けて熱帯地方に広 く住んでいた共通の集団に由来す

るが,農耕を併 う諸民族の人口増大に併う進出によ

り分断され,吸収されて現在の孤立 した分布に至っ

たもの, と考えるか。あるいは両者の直接の関係は

なく,互いに独立して熱帯林の生活に適応 した結果
-7-



サンバンスのネグリト

類似 した適応的形態を持つに至った,と考えるかの

対立意見があり,結論は出ていない。さらに,ニ ュ

ーギニアの高地にも極めて低身長の集団が住んでお

り, これがはたしてネグリトだろうか, といった論

議がたたかわされた。

従来の研究は主として身体計測や観察項目の比較

によっていたのであるが,ネグリトに限らず,あ る

民族集団の生物学的由来の推定には,遺伝形質でし

かも遺伝子座が区別でき,個々に対立遺伝子の頻度

が確実に推定できるような形質を多数用いて行うの

が望ましいことはいうまでもない。また特定の生態

条件に対する適応形質は除外すべきである。このよ

うな条件に合う遺伝マーカーとしては,血液型 (A
BO,MN,Rhな ど10種類以上を用いうる)が

しばしば用いられてきた。 しかし1960年 代以来 ,
電気泳動法などにより,ヒ トの血液や其他の組織の

酵素,血清蛋白などに遺伝的個人差 (多型現象 )の

みられることが続々と発見された結果,これらが人

種集団の近緑関係の追求には最も利用価値が高いこ

とが示されてきた。電気泳動法による蛋自多型の検

出は高度の生化学的な技術や器具をあまり必要とせ

ず (た とえば精製分離の必要がない ),一方僅か数

ミリリットルの血液試料から少くとも20種 もの遺

伝子座 1/C関 する遺伝的変異の情報がえられるほど効

果的であるため,私共のように小教室で設備のない

=:懸

所にいる者 1/Cと っては便利な方法である。 これによ

り検 出した変異型の遺伝子頻度を多数の座位 lrcっぃ

て推定 し,多変量解析法により集団間の遺伝的近縁

性 (遺伝的距離 )を推定した り,ク ラスター分析を

行 った りするのである。また,変異型 の中には特定

の人種集団にのみ出現する。いわゆる人種標識 とし

ての価値の高いものもあり,集団の遺伝的起源や遺

伝子拡散を推定する際に設立つ。

2.

私共は 10年ほ ど前 よりこのような方法を用いて

日本人, とくにアイヌおよび沖縄の集団について調

査を行い,一応の成果をえてきた。最近,オ ース ト

ラリア国立大学のDr.R.L.Kirkと 共同し,東アジ

ア・ 太平洋地域の多数の集団間の近 PLLをできるだ

け明らかにしようということになり,学術振興会の

国際共同研究 として,デ ータを集めている。南半球

についてはオース トラリア側が担当 し,我 々は北半

球のデータを出す ことになっているのであるが,こ

こでデータの空白地帯 として浮かんできたのがフィ

リピンで, とくにネグリトに関するデータは従来皆

無であったので,何 とかしてネグリトの血液試料を

入手 したいと考えるようになった。

できるだけ
″
自然
″
な,(文 明人から見れば

″
未

開
〃
な )生態学的状態にある民族, とくに採集狩猟

蜀 q●

Od
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民の集団遺伝学的調査は,いずれ永久に消失するで

あろう彼等の遺伝子 プールの記録をとどめる, とい

うことだけでなく,人類の小進化の過程を理解する

のに必要 なデータ,た とえば集団構造や繁殖構造 ,

自然淘汰′遺伝子浮動などについての情報がえられ

る点でも重要であろう。既に欧米の研究者により,

アフリカのビグ ミー,ブ ッシュマィ,オース トラリ

ア原住民,ニ ューギニア高地人,エスキモー,シ ャ

バンテス ●インディアンなどについてくわしい調査

が行われている。 しかし,ネ グリトについては,数

年前までのフィリピンの政治情勢 も関係 し,幸い(?)

誰も手をつけていなかったのである。

何度かの予備折衝の未私共は,マニラ在住の国際

事業団ρ越後貫博博士の協力により,フ ィリピン衛

生省の研究局 (所長はDr.J.S.Sumpaico)が 昨

年 12月 ,少数民族の健康調査を行う際1/C採血した

130名分のネグリトの血液を検査することができ

た。その結果,極めて興味深いいくつかの事実が明

らかになった。まず,何 よりも意外だったことは,

この少数の試料群に見られる遺伝性変異の程度が予

想以上に高かったことである。普通,隔離された集

団では近親婚のため1/Cホ モ接合性が増大する故,変

異は減少する方向に進む。ネグリトの分布が既に点

状であり,ま た今回の試料が,総数 400名ほどの

部落 (最近政府の指導により定着生活と農耕を行 う

ネグリトのグループが増えつつある)か らえた僅か

130名の試料であり, しかも混血者はできるだけ

●  除外 し,外観的にも典型的ネグリトに近いものが集

められている故に,当然変異性は低いものと予想し

ていた。しかし,こ の試料に関して今までに検査し

えた赤血メ酵素・血清蛋自の20の遺伝子座位につ

き平均ヘテロ接合度 (各座位毎のヘテロ接合の頻度

の理論値をすべての座位につき平均した値で,集団

の遺伝的変異の程度を知るパラメータとして用いら

れる)を求めてみると017と なり, 日本各地の多

数のデータにもとずく同じ値が014で あるのに比
べてやや高 くなっている。つまり, これら機能に関

しては無作為に集められた 20の遺伝子座に関する

限り, このネグリト小集団は一般の日本人集団より

遺伝性変異に若干富んでいるということになる。さ

らに,他のフィリピン人では発見されないかまたは

極めて稀な変異型が 2種の赤血球酵素, 1種の血清

蛋白1/C高 い頻度で発見された。第 1は赤血球のエス

テラーゼの1種で,世界の他の集団では見られぬ変

異型が高頻度に存在する。また今ひとつの酵素型 (

アデニル酸キナーゼの変異型 )は従来コーカノイド

のマーカーと考えられていたものであり,他のひと

つ (血清Gcグロプリンの変異型 )は ネグロイドとオ

ーストラロイドに発見されていたある変異型と多分

同一である。またさらに,大阪医大の松本秀雄教授

に調べていただいた血清ガンマ●グロプリンlrrは ,

従来ネグロイド1/Cの み発見されていた型の組み合わ

せが見られたという。一方′血液型分布や他の酵素

・蛋自の遺伝子頻度の分布をみると,遺伝的距離な

どの統計的な比較はまだ行っていないが,他の太平

洋地域の集団よりはどちらかといえばアジアの集団

に似ているようである。 というわけで,今のところ

ネグリトの遺伝的起源に関しては全く不明, という

より,従来より謎が増えた結果になってしまった。

しかし,データがなくて判 らない,と いうことと,

データがあって判らない, ということと無論大変に

違うわけで,む しろ今後の調査がたのしみ, といえ

るわけである。

3.

ネグリト1/C限 らず,一般に採集狩猟民はごく小さ

な集団として広い地域に散在 して生活する。 したが

って,遺伝子頻度の機会的な変動,すなわち遺伝子

浮動の効果が大きく,地域的に著しい遺伝的分化が

生ずると考えられる。 (ネ グリトで,低身長や皮膚

色等の特徴に分化が起らなかった理由は,自 然淘汰

の圧力によるものであろう。それに対 し,電気泳動

的 1/C検出される酵素蛋自の遺伝性変異は淘汰上中立

的なものが多く,遺伝的近緑性の研究にとり有利で

ある。 )しかし一方,彼等は (少 くとも最近まで )

非定着性で広い行動域を有していたためlrc,集団間

の遺伝子交流はかなりの程度に存在したとも考えら

れる。実はこのような状態がネグリトの比較的高い

変異性の原因となっているのではないか,ひいては

人類の進化の途上,遺伝的変異を維持するメカニズ

ムにもなっていたのではないか, と私共は考えてい

る。このような考えを実証するためにも,ま た他の
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人種集団との関係を推定するためにも, より多くの

試料をできるだけ異なったネグリト集団から集める

ことが必要である。幸い,昭和 51年度の文部省海
外学術調査が採択されたので,私共は去る8月 5日

より9月 10日 まで, フィリピンにて調査を行なう
ことができた。調査団は私のほか筑波大の三沢章吾

(血液型 ),原田勝二 (血清蚤白),放医研の平井
百樹 (染色体 )の諸氏である。丁度ルソン島は雨季

であり,と くに奥地での調査には不利な時期である

ことが一番の気掛かりであった。マニラにて調査の

準備をする間に台風の接近もあって連日のどしゃぶ

りとなり,マ ニラの目抜き通りでさえ池のようにな

る有様であった。ただでさえ車の洪水で交通事情の

悪いこのごろのマニラなので,道路は連日の大渋滞
で飛行機の発着も大巾に狂い調査の先途が思いやら

れたのである。しかし, フィリピン衛生省やその地

方支部,福祉省地方支部, 日本大使館,それに毎度
のことながら越後貫博士の,我々の調査に対する理

解と協力により,以下の日程をほとんど予定通り無
事終了することができた。フィリピンの交通・ 通信

の事情などを考えると,予定通りllC終えることがで

きたことは,tFし ろ奇跡に近いが, これには多分に

幸運が併っていた。たとえば, ミンダナオでの調査

が予想以上にうま〈行ったので,予定を 1日 だけ早
めてマニラ1/C帰ったところ,その夜半に例の大地震

が起ったのである。我々の調査地は北部ミンダナオ

であったから,地震による直接の被害は比較的軽か

ったが,空港は閉鎖されたので, もし我々が残って
いたら,氷詰めの血液試料は確実に駄目になってい

たろう。

調査の結果は予想以上の成功で,ミ ンダナオ島北

部のアグサン地区のネグリト(マ マヌワ族 )の分布

や生活状況,身体的特徴の概要が判った上,サンチ

ャゴおよびバヤバスという部落にて周辺のネグリト

90名ほどの採血 1/C成功し,ま たルノン島ではサン
パレス山脈のネグリト集団をサンタ 0フ リアナおよ

びマルコスピレツジの 2ヶ 所,さ らに極めて興味深

いパターン半島のネグリトをアプカイという町から

入った山中のネグリトのセツルメントにて調査 し,

同時に採血にも成功した。血液試料は総数 320に

達したが,一部についてはマニラにて血液型,自血

([綺 [嚢 :「[11:署 0[辱『:喜1,ミ]をF(Qb l

球HLA型 ,染色体等の検査を行い,の こりの主要
部分は東京に空輸して,留守番役の院生・研究生等
の諸君により,人類学教室の液体窒素タンクに保管
した。これらの試料に関しては今後時間をかけて厳

密な検査を行う予定にしている。

4.

そもそも我 人々類学の調査を行う者 1/Cと って,被
検者に協力してもらうことが何よりも大切なことは

云うまでもないが, これは実際には仲々難かしい。

とくに採血するのは困難な事が多い。多くの人は血

とくに民族によっては, これを採られることは魂を

抜かれるようなことだと信じている場合がある。我

々の調査で採血する血液の量はせいぜい 1 0 mlで

あり,肘剖脈から採るので殆んど痛みはなく,無論
健康上何の害もないわけだが, これが仲々信じても

らえないことがある。また最近とくに被害者意識の

強い人達の間では,血を採られるということよりも

研究材料にされるということへの抵抗が目立ってい

る。考えてみれば当然のことで,人類学者はこのこ

とを深亥」1/C受け止めている。つまり,被検者から研

究材料をとりながら,こ ちらからのサービスが何も

ないということはゃはりいけないことであろう。学

問の進歩のためだという説明だけで通用するのは文

明国の一部だけであって他の場合はまずありえない。

私自身, まだ 10年ほどではあるがァィヌ系の人
たちや沖縄の人たち, またはオーストラリア原住民

の間での研究調査をつづけて来て,強 く感ずるよう
になったことは,要するに被検者集団との間に友情
が生まれることが調査にとって必要だということで

ある。このことは無論,単に表面的に握手を求めて

もえられるものではなく,心底からの被検者集団 lFC

対する共感と,彼 らのかかえている問題を考えてで

きるだけのサービスをする, ということに尽きるよ

うだ。

今回のネグリト調査では,衛生省の協力がえられ

たため17C現地の医師や看護婦が同行し,診察の17uか

検便,検尿等も行い,必要に応じて薬を与えたりし
た。フィリピンの田合では仲々医者lrcかかれない者
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も多 く。我々がネグリトだけを対象 とすることに不

満だった向きもあるようだが,ネ グリト達には生れ

てはじめての者もいて,大変喜こばれた。また,山
か ら一 日がかりでやって来る者には炊き出しを行い,

何が しかの足代を出したり,子供には新 らしい Tシ

ャツを与える, というようなこともした。実は彼ら

にとってみれば,私共のような調査が入るのは初め

てに近いらし〈,結構ショーを見るようなつ もりで

楽 しんでいたらしい。 どの調査地でも見物人の多い

ことには閉口した。検査の終った者 も一向に帰ろう

とせず,写真撮影中の仲間をか らかった り(ま たそ

れで緊張がとけるのだが ),採血をこわがっている

子供を皆で元気ずけた り,和気あいあいで大騒 ぎで

あった。採血 1/C対 して予想 していた抵抗はなく,殆

ん どの者がはじめは緊張 しているが,痛 くないこと

が判 ってホッとした表情をとる。中にはしかし,泣

き出す者 もいた。一番印象的だったのは身長 130

センチ位の中年のネグリトの婦人が採血に際して夫

を呼ぶので何かと思っていると,片腕でこの 150

センチほどの夫の首にしっかりと抱きついたことで

ある。初老の夫は衆人環祝の中で,少 しもてれずに

なぐさめの言葉 ?)をかけ,や さしく妻のなすがまま

にさせてやっていた。

検査が終ると歌 と踊りになることもあつた。ギタ

ーに合わせて何人かのネグリトが一種独特の踊 りを

する。一曲終ると観客 (すなわち我々 )が コインを

投げるしきたりなのだそ うで,あ まり良い気持ちで

はないが,昔か らネグリトの現金収入の途であった

このしきたりに従い,皆バラバラとコイ/を投げる

と周囲のネグリトの見物人からどっと歓声があがっ

た。

フィリピンの人々は実に陽気で,何かといえばパ

ーティをやるものらしく,た とえば私共が ミングナ

オ島にいたわずか 5日 ほどの間に連続 して 3晩 も,

知事や市長の招きでパーティ1/C引 き出された。必ず

ンチ ョンとい う仔豚の丸焼きが出,アニエホという

ラム酒をコーラそ害」つて飲み,あ とはダンスである。

昼間手伝ってくれた美人の看護婦さん と踊れるのは

よかったが,そのうち1/C必ずスピーチ と来る。それ

までモサッとしていたフィリピンのか医者さんがに

わかに雄弁になり,大演説をぶった りする。 どうや

ら日本の教育がまちがっているのではないか, と感

ずるほど私共はスピーチが苦手であるが, 日本とフ

ィリピンとの交流の一助になればと思い,苦心して

しゃべった。次は歌であり, 日本の歌をやれという。

これまた私共の苦手中の苦手なのであるが,歌わな

いわけに行かないので何やら意味不明のものを皆で

歌ったが, どうも日本の歌は陰気に聞こえていけな

いようである。この時はど,海外調査に芸達者な若

い隊員をカロえることの必要性を痛感した事はない。

こんなことがあって.地元の人達とはとてもうまく

やってゆけた。最後 1/6訪れたマニラ湾を一望の下に

眺めるパターン半島中部のネグリト・ セツルメント

ではネグリト達からまた是非来年も来るように頼ま

れたりしたことも,全 く予想外のことであった。
できれば,次の機会には若手の研究者をより長期

間1/C亘って現地に送り,ネ グリトの集団構造や交配

構造,行動や生態などの面1/6つ いての調査を行ない。

実験室でえられる遺伝性変異のデータの解釈に利用

するなどのことをやりたいと思っている。それにつ

けても, フィリピンもまた高度成長時代を迎えたか

に見える今日,採集狩猟民であったネグリトにも種
々の面で圧迫がかかっているに違いない。

開発に伴い彼等の一部はますます山間僻地 1/C逃れ

ているが, 自然にたよる彼等の生活は苦しいに違い

ない。一部は政府の指導の下 1/C初歩的な農耕を覚え ,

定着生活を開始している。しかし,沢山の民族をか

えているフィリピンではネグリトの福祉などはどう

しても後廻しになってしまう。私共は日本人として,

また人類専者として,何か彼等の将来のための力に

なることができないかと,日 下本気で考えている。



Godonktafo■

1972年 4月  それまで住み閣‖れたベルンを離
れゲッチングンヘ移りました。グッチングンは,ハ
ンブルクとフランタフル トのほぼ中間に位置 し,東
独 との国境へ些か 20kmけ にある,人 口 12万程
の都市です。風光明媚なスイスから北 ドイツヘ行 き

ますと,土地の起伏が少なく景色が単調なこと,人
々が一般 1/Cス イス人よりも大柄で表情に乏 しく, 身

なりも質素なことが目につきます。両市 とも同じ西

ョ_ロ ッパにぁり,距離も約 700kmで,東京 と岡

山の間ほども離れていませんが,受ける印象は大変

違いま した。

ゲッチングンの街で目についたもの1/6,家 の外壁

に取 り付けられた,お よそ新聞紙大の大理石又は金

属でできた 白い板がありました。 これはGed“貯

taf elと哺ばれ,さ しずめ記念額 と訳されるべきも

のでしょう。記念額には,かつてその建物に住んで

いたか そ こで働いたことのある著名人の名前と,
そ こlFCい た期間が記されています。グッチングンは

昔か ら 大学を中心としたまちであり, ここで学び

有名になった人々は数多 〈,Gedetttafelは  今迄
に 200枚 も掲げられたということです。童話でおU‖

染みのGrimm兄弟, 自然科学のGauss,Weber,

Riemann,■ lbe rt,P lank,KOch,思 智 家 の

Schopenhauerな ど 我々の知っている人 々の名
が見 られ,額の前に立ち その時代1/C思いを馳せるの

も興味深いことでした。外国人では アメリカの詩

人 Longfellotv7日本人の生理学者,本学 医学部の

教授であられた永井潜博士などの額があります。鉱

物学 に関連の深い人では,類質同像・ 同質多像現象

を見出した化学者のMitsc herlick,鉱物にその名

の残っているHausm ann,岩石学や地球化学・ 結晶

化学に偉大な足跡を残 したGoldschmi dtな どの

額が残されています。 Gedenktafelの ある建物が

かつて著名人の住いであった場合においても それ

は「 何某の家」と称する名所旧跡とは趣きを異 1/Cし

ています。 「 何某の家」では,その人の住んでい

大  政  正  明 (鉱物 )

た状態が保存され ゆか りの品物が残されています
が,前者では そのょうなことはなく,住んでいる八

もたまたまそこに住んでいるというだけで,額 とは

無縁であったり,無関心であったりすることが多い

ようです。研究室であった建物に額が残っている場

合でも, よく実験器具などは保存されていますが ,

実験室がそのまま保存されていることはまずありま

せん。

えらい先人の名前が 一般の人の生活の場に残さ
れているのは,Gedenktafelば かりでな く 道路
の名前などにもまた然 りで,王候や政治家の名前 ,

Goethe, Sc hiller, Bethoven, Ein stein等 の

名の付いた通 りは, ドイツ中至るところにあります。

これ と同じように先人の名前を残すとい うことは

鉱物学の分野にもあります。新 しく鉱物が発見され

た時 1/C,発見者が 自分の名前ではな〈 鉱物学 の

分野で著名な八の名前を その鉱物に与えることが

あるか らです。 日本で発見され 日本の鉱物学者の

名を持った 国際的 にも認められている鉱物名は

十指にあま ります。 このように 鉱物の名前が一般
に鉱物間の関係 を考慮に入れずに決められることは,

鉱物種 という概念が未だ確立されるに至っていない

こととあいまって,現在の鉱物学での大 きな問題点

と
‐
/1っ ています。鉱物学を一度でも学ばれた方は,

2000種 に及ぶ鉱物の名前のはん雑 さに頭を痛めら

れた経験をお持ちでしょう。鉱物分類上の問題点の

一つは非常に多 くの鉱物が固溶体を作ることにより

ます。固溶体 (混晶ともいう)と は,い くつかの異っ

た成分がまざり合った結晶性の固体を指 します。 こ

の場合,ま ざり合 う成分 輪 成分と呼ば ■る)の割合

は連続的に変化 しますが,結晶の基本 的な構造は変

わりませスる 固溶体を作っている鉱物では,或場合

1/Cは端成分のみに名前が与え られており,又別の場

合には端成分ばか りでな 〈中間の成分のものにも独

立 した鉱物としての名前が与え られています。更に,

同 じ組成でありながら変態の関係にある鉱物1/C,全

ヽゝ
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―
―
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〈関係のない名前が別々につけられるというように

名前のつけ方に統一がとれていません。ヨーロッパ

で古くから使われていた鉱物名で ギリシャ語やラ
テン語起源のもの,或いは古い和名で,色などの鉱

物の性質を表わす名前がつけられたものもあります

が,近年発見された鉱物には産地名や人名を用いる

ことが多く,相互1/C関連性がないばかりではなく,

鉱物の性質す らも表わしていないものがますます増

えていく現状です。

このような事態を改善するためには,い うまでも

なく鉱物種の概念を確立させ,それ1/C基づいた分類

を行い 命名を行うことが必要でしょう。先頃,日
本鉱物学会のシンポジウムで,「 鉱物種とは何か」

という議論が行われましたが,多 くは問題点の提起

で 解決は与えられませんでした。しかしながら,
この問題は いつの日にか必ず解決されるものと信
じます。新しい分類が行われ,それに基づいた命名

を行う場合,現在使われている名前を残すか否かが

当然問題になるでしょう。恐らく多少の無理はあっ

ても,何らかの形で現在使われている名称は残さざ

るを得ないと思われます。そして先人の名も。

空 か ら 地 球 を み る 話

地理学のように,主として地表上の現象を扱 う科

学 1/Cおいては,空中写真の世話になることが多い。

地形や土地利用の調査などにおいて,立体的に (実

体鏡を使えば,立体写真 lFCな る)ォ リジナルな現象

を見ることができるという点に関して,空中写真に

かなうものは, 自分が実際に空を飛び観察すること

くらぃでぁるが, これも記録という点では空中写真

にかなわない。現在,大半の空中写真は自黒で撮影

され, これで充分,役にたっているのだが, この歴

史を調べてみるとこの 50年余 り,たいして技術的

な進歩が見 られないのに気付く。ライト兄弟は今か

ら73年前に飛行機を製作 して空を羽ばたく夢を実

現させたが,その数年後には,空中写真をもとにし

て地図が作成されるようになった。さらにその数年

後の第 1次世界大戦・
/Cおいて,現在の空中写真技術

がほぼ確立 したといえる。NHK朝 のドラマでお嗣‖
染だった真琴嬢より大分以前のことである。

この空中写真の世界に最近大きな変化がいくつか

起こった。その一つはカラー化である。物ごとをリ

アルに見ることに関して白黒よリカラーがベターで

あるのはいうまでもない。 しかし, カラーフィルム

の値段が極めて高価であるのと,化学的な安定性が

悪いため最近まで,あ る特殊用途を除いては一般的

には利用されてこなかった。その例外とはいうまで

久 保 幸 夫 (地理 )

もなく「 空飛ぶス
パイーSPY IN THE SKY」

としての利用で,第 2次大戦未期から使われはじ

めたといわれている。キューバ危機において米軍

がキューバにあったソ連のミサイルを発見したの

は,u-2機 と赤外カラーフィルムのが陰だとい

う説もある。わが国においても,数年前から国土

地理院が従来の自黒写真に併行してカラー空中写

真を撮影を開始し,今, ようやく一般に普及して

きた段階である。このカラー化も方式がいろいろ

あり,い わゆるカラーフイルム=多層式フイルム

を用いるものと,カ ラーフィルターを用いて色分

解を行ない,自黒フイルム1/C記録するマルチスペ

ク トル方式とがある。カラーフイルムを使う方法

は従来のカメラを利用するのでコスト的に安いが

解像度や色再現性に難点が多い。また,マルテス

ペクトル方式は赤外域も同時に撮影するので,植

物環境を調査するのに便利である半面,カ ラー化

するためには特殊なピューワーを使わなくてはな

らずまた,立体化も困難となる。

また, もう一つの変化は,記録媒体の変化であ

る。この半世紀以_上の間′媒体としてはフィルム

が用いられてきたが,磁気テープが最近使われる

ようになってきている。これは,従来の光学カメ

ラのかわりに半導体素子を用いるライン●スキャ



ナーや,特殊なTVカ メラが用いられるようになり,

光の強弱を電気信号に変換するような方式が実用化

されたためである。こうなってくると空中「 写真」

ともいえないわけで,最近はリモートセンシング,

すなわち遠隔探査という言葉がかわりに用いられて

いる。

このような技術の一つの集大成が,字宙空間から

の撮影で,ERTS(地 球資源技術衛星 )か ら撮影
され,送信されたデータをカラー合成した日本列島

の画像を新聞などで御覧になったかたも多いと思う。

ERTS1/Cかいては,青,緑,赤,赤外に対応する

4つのスペクトル帯を検知する素子群を6組使用 し

て地表をスキャンし,その情報を数値化して地上に

送信する仕組みになっている。

このように,撮影技術のほうは日進月歩の進歩を

みせているが,ではデータ処理や応用面のほうはど

うかというと,い ろいろな問題を抱えているの力現

状である。ERTSデ ータのように数値化されて,
磁気テープの形で入手されるデータはむろん直接見

るわけにはいかないので,計算機の厄介になること

になる。これが実に大変な作業なのである。位置あ

わせ (レ ジストレーション)と か,い ろいろな補正

とかが第一の難関で, これを突llXしても数多くの問

題がある。そのなかで最大なものはデータが膨大で

あること,すなわち,一枚の画像 とするために,そ
の画像を構成する小さな点 (こ れを画素という)を

縦横 512個ずつとれば,5121生 =256照固,さ ら
に 4色とすれば lM個のデータを処理しなくてはい

けない。半語長を用いても512邸Vと なり,本学の

大型電子計算機センターのDジ ョブでやっと処理で

きる量である。これが,最近のスキャナーのように

11チ ャンネルというような多チャンネル化するに

つれ,大問題となってくる。 しかし,統計的にいえ

ば,チ ャンネル数が倍になっても含まれる情報量は

必ずしも倍にならないので,データ圧縮をいかにう

まくやるかが一つのキーポイントとなる。筆者の経

験からいうと,可祝光線域内 を扱っている限りにお

いては,カ ラー化しても,自黒のときのせいぜい 1.

6～ 17倍程度の情報量しかもたないようだ。逆に

いえば,カ ラー化のコス トパーフォーマンスはあま

り良くないということかもしれない。第 2の問題は,

画像の標準的な処理方法がまだ,確立されていない

ことである。これは,主に情報科学のパターン認識

の問題になるのだが,機械に画像を理解させるとい

うのは気が遠 くなるような話である。 しかし,こ こ
までやらせなくては,計算機を使 うメリットはない。

第 3の問題は泣きごとを言うようだが,機械が高価
で買えないことである。 ERTSの 磁気テープを画
像化するためのカラーモニターは一台,一千万円以

上しており,そ の他の機械を合わせるとすぐ1/C億近

い額になってしまう。今のところ,情報科学の後藤

研などの機械を貸して頂いて使っているのだが,最

近  どうも調子が悪いようである。何 とか,自 前で
持ちたいと思うのだが・・・……

最後の,そ して最大の問題は処理 した結果をいか

に使うか, ということである。実のところ, この部

分での検討が今の段階で何よりも欠落しているよう

に思える。今までの空中写真 と性格がかなり異なる

これらの衛星画像が,地表上のいかなる現象と存在

を我々にさし示してくれるかを,いればしらみつぶ

しに調べてゆかなければならないわけで, このため

には,画像と対応する地表面を他の方法で,すなわ

ち現地調査や他の地図資料などから調べる必要があ

り,多 〈の研究者の協力が必要となっている。

空から地球を見る話ということで, もっと夢のあ

る話をかくつもりだったのが,ど うもつまらない話

になってしまった。 こんなことよりも正月の休みな

書[Ъ憂:[]免昨枚』菫〔E2』孟』Z[λ :｀私 `D
買ってきて左右に並べてじ一っと眺めているとその

うち,立体的に見えてくるはずである。どうしても

立体的に見えないのなら(人 によっては立体視が不

可能な場合もある),簡易実体鏡なるものを買って

きてもよいし,ま た自作してもよい。 2個の虫めが

ねを左右の目の間隔に並べて15磁 くらいの台につ

けるだけである。 (こ の作り方は確か科学朝日に出

ていたと思う)。 これで空中写真を眺めると, あた

かも,自分が飛行機にのっているように思える。通

常な見逃していたような小さな坂道や,地表上の凹

凸が誇張されて見え,空中写真のスケールによって

は屋根瓦の壊れたところまではっきりわかるはずで

ある。また,昔習った河岸段丘や, 自然提防などを

4--1



あるいは,古噴などを見出されることもあるだろう。
空中写真は以下の場所で購入することができる。

。日本地図センター

千代田区九段南 4-8-8九 段ポンピアンビル
TEL  230-1108
。紀ノ国屋ア ドホック (新宿 )

また,衛星写真はEROS DATA CENTER

から直接購入できる.。

EROS DATA CEN「ER

Sioux Falls,S.D.57198 uos.A.

ここに地域名と許容しうる画像内の雲量の%を書き

送ると,その要求に見合った在庫リス トを送ってく
るから,それによってオーダーすればよい。

<学部消息>

8月  9日 (月 )

″ 17日 (火 )

9月 7日 (火 )

″ 8日 (水 )
″ 13日 (月 )

″ 16日 (木 )

〃 20日 (月 )

″ 27日 (月 )

10月 13日 (水 )

″   ″   〃

″ 18日 (月 )

″   ″   ″

″ 19日 (火 )

〃 25日 (月 )

″ 27日 (水)

理 学 部 会 合 日誌

12.30‐- 1,45

3.00^- 5.00

1030-1200

13 0-  330

1.30～  330

1.30-  4.0 0

2 0 0-  43 0

12.30^- 1.30

3.00-  4:30

1.3 0^-  4.15

2.30～  3.10

12.30-  1.4 0

3.oO～  415

12.0 0-  1.o 0

1 030～1 1.30

1.30- 3.10

理 職定例交 渉

主 任 会 議

主 任 会 議

教 務 委 員 会

会 計 委 員会

人 事 委 員 会

教  授  会
現職定例交 渉

理 系 委 員会

教 務 委 員会

人 事 委 員会

理職定例交渉

理 系 委 員会

主 任 会 議

会 計 委 員会

教  授  会

教授会メモ

10月 27日 (水)定例教授会

化 学 新 館 講 堂

1.前回議事録の承認
2.人事移動等報告
3 研究生の期間延長ならびに入学について
4 地球物理研究施設長に福島教授がひきつづき選
ばれた。

5。 人事委員会報告 (古谷 )

6.会計委員会報告 (田村 )
7.教務委員会報告 (寺山 )
8.環境安全委員会報告 (不破 )
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〔助 手 〕

教 室 官
物 理 助
物 理
動 物 助

化 学 助

化 学 助
物 理 助
地 質
化   助

教 室  国 籍
生 化 ブラジル

数 学 連合王国

発 今 年 月 日

51, 9,30

51.10 1

51.1016

51.10 1

51,11. 1

51.11. 1

5111 1

51.1025

動異事人

考
職

手

手

手

手

手

氏

望  月

狩 野

新 田
野 津
松 浦
東 辻

福 山

福 永

名

忠 男

覚

毅

憲 治

博 厚
浩 夫

博 之

迪 雄

異 動 内 容

辞 職
助手に採用

東京農工大学助教授昇任

筑波大学講師昇任

広島大学講師

岡山大学助教授

助手 1/C採用

休 職

(工学部 )

(化学系 )

(■rン音5)

(工学部 )

研 究 期 間

51. 10 12-52.9 30

fel1 0w   51   9      52. 8.

手 も

外 国 人 客 員 研 究

氏   名

YOs hiO KaM7a no

Miles Reid

現      職

サンパウロ大学化学部助教授

ケンプリッヂ大学 R esearc h

海
１

，
カ
フ 者航渡

所 属

物 理

地 質

化  tr

化 学

天 文

地 球

化 学

官 職  氏   名

教 授 有 馬 朗 人

久 城 育 夫

向 山 光 ilE

黒 田 晴 雄

助教授 小 平 桂 一

永 田

岩 村

渡航 先国  渡航期間
アメリカ合衆国 7.3
イタリア    ～918

7  5
アメリカ合衆国

～7.12

アメリカ合衆国 7.L:.1

アメリカ合衆国 7上:.31

昌
イツ連邦共和  7二

: 7

オース トラリア  7.14
-730

フランス ●ドイ 7.15
ツ連邦共和国   ～8.2

″原子核構造と素粒子物理のかかりあい〃に
ついての夏の学校出席および翔 学

日繁11ナ ー本会議「 超高圧研究の地球  `り
)

的

豊

物理学への応用」出席かよびハワイ島火
山巡検

天然生産物 1/C関するゴードン研究会議出
席及び研究連絡

電子分光に関するゴードン会議出席およ
び研究打ち合せ

宇宙観測活動に関する情報交換・ 研究

IUT皿(国際理論応用力学連合)う″ポカ
ム″/Ju曖化する海での波″蹄 おょび地球
物理学に関する研究連絡

第6回 IUPAC(国 際純正及び応用化学連合)
光化学会議出席および研究連絡
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所 属

地 理

地 理

物 理

地 球

生 化

化 学

人 類

衝巖 幸艮

数 学

天 文

化 学

情 報

物 理

地物研

化 学

化  学

官 職

″

″

助 手

″

〃

″

教 授

″

″

〃

″

″

″

″

類
　
　
理

人
　
　
物

類
　
　
文

人
　
　
天

氏   名   渡航 先国  渡航期間

小 堀   厳 ソピエト連邦  71:16

鈴 木 秀 夫 ソビエト連邦  7土:.16

中 尾 憲 司 7メサタ
合衆国 7.: 9

藤 井 直 之 アメリカ合衆国 7t,.15

福田昭男スイス  7こ :.20

川 島 隆 幸 アメリカ合衆国 :・ :.:〕 5

渡 辺 直 経 インドネシア  8二七.25

後 藤 英 一 アメリカ合衆国 8二 :.19

藤 田   宏 アイルランド  8二 :.22

海 野 和三郎 フランス     8二
1。 5

藤 原 鎮 男 アメリカ合衆国 81:25

山 田 尚 勇 アメリカ合衆国 :.:.:τ l

山 崎 敏 光 すこ糸兵嘉菖
イ 8上
:20

小 日   高 カナダ     :.::T6

`裏

:還看墜国銀8
朽津耕三ドィツ鄭斯咽

劣ζし  ～913

植 原 和 郎 オーストリア  81: 2

橋 本 英 典 リラジ資    8色も 8
スウェーデン

佐佐木  行  美
週が

日国  8こ
:.23

フランス

尾 本 恵 市 フィリピン  8二 :.9

堀   源―良5 子子了劣合衆国  8.1:τ l

渡   航   目   的

第 23回国際地理学会議出席

第 23回国際地理学会議出席

第 13回国際半導体会議出席およびグラフ
ァイ トの電子的物性の研究

日米セミリ旺本会議「 超高圧研究の地球物
理学0応 用」出席および研究連絡

ウィルス構造の研究

有機リン化学の研究

ジャワ島にかけるプチャンガン含人類化石
層の層位学的調査

計 算機による記号およ誡 数 計算 に関
するシンヽ″ム出席及び研究打ち合せ

第 3回数値解析研究会議出席

第 16回国際天文学連合総会出席および
研究連絡

日米セミナー「 計算機利用による化学研
究設計」出席および研究連絡

コンピューター科学に関する研究

磁性体国際会議出席および研究連絡

磁気圏にかける脈動発生の起源の研究

国際結晶学連合執行委員会・ 英国化学会

ファラデー部会出席および研究連絡

国際人類学シンポジウム出席

第 14回国際理論応用力学会議出席およ
び研究連絡

第 2回モ リブデン化学及び同用途に関す
る国際会議・ 第 17回国際錯塩学会議出
席及び研究連絡

ルソン島ネグリト族の集団遺伝学的調査

天体力学の研究及び天体物理学に関する

研究連絡

助教授
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泰
　
　
雄

利
　
　
増

井
　
　
木

国
　
　
鈴

属
　
報
　
　
理

所
　
情
　
　
物

物 理

生  化

生

化  |ド

化 学

地 質

地物研

化 学

化 学

動 物

化 学

地物研

化 学

地 球

物 理

官 職

″

〃

″

〃

講  師

″

助 手

″

〃

″

上  村

森 田 茂

田 陽 三

吉 田 政

原 田 一

鹿 園 直

林   幹

松 浦 博

浜 口 宏

寺 山

大 木 道

等 松 隆

斉 藤 信

吉 田 耕

久 保 亮

物 理 教 授 飯 田 修

イタリア・
～
嗜二

オランダ ●フラ 8.27
廣 ンス・ ドイツ連
邦共和国     ～108
ノピエ ト連邦

Mツ連邦共和国 831
生 イタリア0シけプ
アメリカ合衆国 ～103

幸 アメリカ合衆国 8こる.3

誠 Mツ連携斯口国 8£ :12

建 オーストラリア 8t:2

治カナダ   :.:.打 1

厚 昌
イツ連邦共和 8i:12

夫 国1勇テ努本
禾1 8.31

アメリカ合衆国  ～923

オラング●フラン 9 3
- ス・ 連合王国
ドイツ連邦共和国  ～920

宏 アメリカ合衆国 '.19

則 フランス    9二 :19

夫アメリカ合衆国 ■:21
ドイツ連邦共和  911

房 国
アメリカ合衆国  ～930

造連合王国   Tl.26
フランス    9.11

五 オース トリア
アメリカ合衆国 ～1025

渡   航   目   的

ソフトウェア科学に関する研究

中間子 1/Cよ る原子核・ 物性の研究

第 13回国際半導体会議及び層状構造半

導体及び金属のパリ会議蹄 及び研究連絡

第 7回国際光生物学会議・ 光合成細菌に

自課基墓智晃言霞惟急み2発ご栞雰拳2
交換の分子機構会議出席および研究連絡

第 5回国際ラマン分光学会議 。「 分光学
の新 しい方法」セミナー第 7回弥 磁気
共RO国際会議出席および研究連絡

日米セミナー「 有機
in_酸化物の化学」出

席および研究連絡

第 5回国際ラマン分光学会議出席および
研究連絡

第 25回国際地質学会出席および研究連
絡

極光帯および亜極光帯にぉける磁気圏優
乱の研究

第 5回国際ラマン分光学会議出席および
研究連絡

第 5回国際ラマン光学会議出席及び研究
連絡

磁気学国際会議・ 第 2回国際フェライ ト
会議出席及び研究連絡

第 1回 国際細胞生物学連盟会議及び第 3
回デセニアル ●レビュー会議出席

第 3回 IUPAC物 理有機「ヒ学会議出席
及び研究連絡

成層圏および関連科学に関する国際会議
出席及び研究連絡

放射イヒ分析の現代の動向についての国際
会議・環境測定に対する方法及び標準シ
ンポジウム出席及び研究連絡

合同国際海洋学大会出席

IUPAP(国 際純正及び応用物理学連
合 )理事会・ 国際科学連合審議会出席及
び研究連絡

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

カナダ

連合王国
イタリア
フランス

渡航期間

8.13
～ 9 1

8,15
～ 9 5

8.23

～ 916



所 属 官

生  化     〃

化 学

物 理

物 理

物 理

化 学

氏   名

宮 沢 辰 雄

藤 原 鎮 男

助教授 小 林 俊 一

平 J‖ 浩 正

二 宮 敏 之

荒 田 洋 治

渡航 先国  渡航期間   渡   航   目  的
カナダ     9.17  第 7回生体系の磁気共鳴会議出席及び研究
アメリカ合衆国  ～102 連絡

地 球 助 手 杉 原 伸 夫

ヨ三  化

地 球

稲 垣 冬 彦

カナダ     918
スイス     ～1011

フランス     9二:.20

イタリア・ ドイ 9.8
ツ連邦共和国   ～921

連合王国    913
アンマーク    ～102

アメリカ合衆国 ユ::26

公海上
フィリピン

カナダ
アメリカ合衆国

9  1
^-1 02

917
～ 103

第7回生体系磁気共鳴国際会議及び IUPA
研鮮情報処理委員会出席及び研究連絡

微粒子と無機クライスターの国際集会出席
及び研究連絡

重力実験の国際会議出席及び研究連絡

非晶質構造シンポジウム出席及び研究連絡

生体系研究にかける構造解析に関するスタ
ンフォード会議出席及び研究連絡

黒潮反流及び黒潮の水温・ 塩分及び流れの
場の構造に関する研究

第 7回生体系磁気共RC国際会議出席及び研
究連絡

海洋物理学の研究宮 田 元 靖 連合王国    :.`:了 1

*******************米 **********業 **恭**********米 ***

午後 2時からの 32大学の理学部長懇談会はまず

国立 10大学理学部長会議   今年に入っておこなわれた10大学,15大学,7
と 32大 学 理 学 部 長 懇 絵     大学, 22大学それぞれの理学部長会議の報告がお

こなわれた後懇談に入ったが,博士課程,修士課程 ,

去る 10月 29日 ,午前 9時 30分 より午後 2時  学部フ理工,文理など学部の内容やンベルが異った
まで国立 10大学 (7つの旧帝大と東工大,広島大, 学部長の集まりであっただけにそれぞれの立場や実
東教大 )理学部長会議 午前 2時から5時まで32  情の紹介もありお互い理解を深める上で非常に有益

0糞
鷺 涎 咆 認 維 饉 は 光 翫 T  駁 戦 hT啓 1992量 偉曇軍[11濡 秘看賃
10大学理学部長会議は去る 5月 27, 28日 の両  するかについて熱い議論がなされた。 総じての感
日にわたり京都大学で行われたが,今回はその時の  じとしてはこのような困難は少しずつはのり越えつ

結果をまとめた要望書を文部大臣以下約 50の各方  つぁるものの,一般的には矢張り息の長い絶え間な
面に提出して廻った時の成果や感触について京大理  い努力をつみ重ねて行かねばいけないというのが結
学部長から報告があり,次に大学院教育の充実,野  論のようであった。
外実習経費,標本室等特殊施設の基準面積 よりの除                  (田 丸謙二 )

外,安全問題,殊に助手や特殊技術者の待遇改善な

どいくつもの問題について熱心な議論があった。特

に今年度は水道電気等諸物価が上がり経済的に益々  第 13回 理 学 部 名 誉 教 授 懇 談 会
苦しい情況下で如何に対処 して行 くかの問題は各大

学で切実な問題であるだけに熱の入った議論であっ   恒例の懇談会が,本年も11月 16日の午后 6時
た。                       から8時まで,本郷学士会館で開催された。現在,
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理学部関係の名誉教授の先生方は 50名で,そのう
ち32名の方が,当 日出席された,来客として,林
総長が出席され,ま た本学部からは,田丸学部長の

ほか,下部山′西島両評議員,久先 植村旧学部長
が列席された。

この会は,昭和 37年 12月 に当時の坪井学部長
の御提案で第 1回が行われ,引つづき今回に至って

いるものである。

会食に入るまえに,化学科島内武彦教授の「 理学
と計算機」と題してのか話があり,ついで,中庭に
おいて記念撮影を行なった。会は,田丸学部長の按

拶にはじまり,林 総長からは,大学の現状をふ く

めての御挨拶であり,総長の発声により乾杯をして,
全員の御健康と今后の御発展を祈った。

学部長から,新 らしく出席された方の御紹介があ

り,その后お一人づつ近況の御報告があった。それ

ぞれ近況に加えて興味深いか話があり時間の少ない

のが,誠に残念に思われる程であった。

8時学部長から,閉会の挨拶があり,来年も亦元

気でか目にかかれることを期しつつ参会 した

なか,よせがきは,複写して記念写真ととも1/C出

席の方々にか送りすることとしたDちなみに写真の

上部宮本梧棲先生の右に小さくみえるのは門司正三

先生の御署名である。

外国人留学生・ 研究員 と
本学部教職員 との懇談会

標記の懇談会が,外国人学生委員斉藤信房教授の

招待で, 11月 24日 Q午后 4時 30分頃から4号

館物理会議室で開催された。

この会は学部長,評議員,協議員ならびに関係学
科′専門課程の教官がホス トlllと なり,事務部から
も多数が参加した。

懇談会は斉藤委員,学部長の挨拶に引続き斉藤委

員が乾杯の音頭をとり,終始たのしいふんい気のも
とに歓談が行われ午后 6時 30分頃次回を約 して散
会した。

なお, 11月 現在で在籍されている外国人の方々

は,大学院留学生 26名,学部留学生 3名,外国人
招へい研究者 1名,客 員研究員6名 の計 36名であ

るが,そのうち22名 の方が当日出席され,教官の

出席者は斉藤委員の外 田丸,西島,末元,岩堀 ,
朽津,湊,荻野,宮沢同,田隅,花村,吉田,岸保,
藤原,鈴木 銹ガ , 堀田の諸先生であった。

中国学術祝察団の来訪

去る10月 28日 中国電子学会光電技術訪日視察

団 (団長以下 7人 )が理学部を訪問した。学士会館

で歓談ののち,霜田,和田的両教授の案内で研究室
を見学した。

●
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１
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ｈ
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ｒ
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Ｅ

Ｉ
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―

＝

ｒ

■

■

Ｄ

巳

腱

編 集 後 記

しばらくあいだがあきましたが,第 5号をか

とどけ致します。

小嶋,久城両先生17Cは教授会でお話しいただ

いたものを文章にしていただき,写真ものせる

ことができました。遠いところから写真を送る

話題に関連 して地理の久保さんから面白いお話

をうかがうことができました。鉱物の大政先生

からは早くから原稿をいただいていたのですが

やっと皆様にかとどけできました。酒井,尾本

両先生にはか仕事に関連したか話をとか願いし

て興味深いものを読ませていただけました。

前号の海外渡航者の欄は編集の手違いで渡航

目的のないものをのせてしまいましたので重複

する部分がありますが再掲載いたしました。

(K)

皆様よい年をむかえられますようお祈り申し

上げます。         (K,S,T)

清一郎 (動物 )

秀 夫 (地理 )
一 生 (生化 )

６
　
８
　
７

線

線

績

内

内

内
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